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6 ■ 植物の乾燥耐性関与遺伝子群を制御するキイ遺伝子の単離

（要約〕植物の 乾燥耐性の 獲得に働く遺伝子群を制御している転写因子の 遺伝子、 ならびに乾燥誘導
性のプロモ ーターを単離した。 この遺伝子とプロモ ータ ーの利用により、 複数の耐性遺伝子の 制御が可
能になり効果的に作物の乾燥耐性を高められる見通しがたった。
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〔背景・ねらい〕

今日、 遺伝子導入植物は実際にフィ ー ルドで栽培されるようになり、 病害虫耐性や農薬耐性植物など実

用化に成功している。 これに対して環境ストレス耐性作物はその耐性の 獲得機構が複雑なため開発が遅れ

ている。 これまでに実験室レベルでいくつかの耐性植物が報告された例はあるが、 耐性度が低いなどの 問

題から実用化のめどがたったもの はない。 この 環境ストレス耐性植物の 開発の ためには耐性に関与すると

考えられる複数の 遺伝子を同時に改変させ、 強い耐性度を確保する必要がある。 本研究は植物の持つ乾燥

耐性機構を分子レベルで明らかにして、 乾燥ストレス耐性植物の 分子育種に役立てることを目的とする。

（成果の内容• 特徴〕
1. モデル実験植物であるシロイヌナズナより40種以上の乾燥ストレス耐性関与遺伝子を単離し、 その発

現と機能を解析した結果、 これらの 遺伝子は少なくとも四つの制御機構を介して働らいている事を明ら

かにした。

2. この うちの 一つの制御系を介して誘導される rd22と名付けられた遺伝子の解析を行い、 この 遺伝子
の 発現を制御する二種の 転写因子の 遺伝子を単離した。 この 転写因子は乾燥時に遺伝子の 働きをスイツ

チオンとし、 それ以外の時にはオフとする指令を行う。
3. この二つの遺伝子は動物で発癌遺伝子として知られている MYB 遺伝子と MYC 造伝子に類似した構

造を持っており、 互いに協調して追伝子．の 働きを調節している。 この 転写因子の遺伝子を用いれば同時

に複数の 辿伝子の制御が可能になり、 効果的に植物の 乾燥耐性を高められる可能性が考えられる。

4. 実用的な遺伝子禅入植物作出のためにはストレス条件下で遺伝子の働きを調節するプロモー タ ーの 開

発が重要である。 これまでに三つの 乾燥ストレス条件下で働くプロモー タ ーの単離を行ったが、 新たに

乾燥ストレスによって短時間のうちに強い遺伝子の発現誘導を起こす第4番目 のプロモー タ ーの 単離に

成功した。

〔成果の活用面 ・ 留意点〕
1. 単離された二つの 転写因子遺伝子は植物に導入する ことで同時に複数の 耐性機構に働く遺伝子群を改

変する事が可能であり、 強力な有用遺伝子として利用できる。
2. これまでに単離された四つのプロモ ー タ ー を組み合わせることで必要性の高い新しいプロモ ー タ ーの

開発に役立てていける。
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〔具体的デ ー タ〕
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図1 乾燦ストレスによって rd22遺伝子が発現誘導さ
れるしくみ
乾燥ストレスにより植物ホルモンの ABA が合
成され、 この ABA によって転写因子の MYB
と MYC が合成されこの MYC と MYB によって
制御され rd22遺伝子の発現が起る。さらに、 rd22
遺伝子産物により植物の乾燥耐性が獲得される。
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図2 乾燥ストレス誘導性プロモ ー タ ー の慟き
新たに単離した乾燥ストレス誘導性プロモー タ ー

を青い色素の合成酵素p—グルクロニダ ー ゼの遺
伝子と結合して植物に禅入した。得られた形質転
換体は乾媒ストレスを与えると青く染まった。
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